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宿泊業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 9 51,329 10 3,015 9 4,100 4 1,264

２月 8 2,072 5 2,128 8 829 #N/A

３月 5 230 6 1,429 13 9,916 #N/A

４月 2 3,568 25 17,985 3 1,916 #N/A

５月 4 940 10 8,215 7 102,229 #N/A

６月 2 270 16 10,152 3 737 #N/A

７月 9 1,668 7 1,112 6 609 #N/A

８月 4 651 4 2,900 14 7,520 #N/A

９月 7 797 9 3,001 7 2,354 #N/A

10月 8 3,101 13 5,887 8 8,543 #N/A

11月 12 18,366 8 1,593 4 609 #N/A

12月 5 43,135 5 595 4 238 #N/A

年 計 75 126,127 118 58,012 86 139,600 4 1,264

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

4 件

前年同月比 ▲ 55.55%

2021年1月 9 件

前月比 ＋ 0.00%

2021年12月 4 件

※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む 

2022（令和4）年1月度 宿泊業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

＋ 431.09%

2億3,800万円

負債総額

12億6,400万円

▲ 69.17%

41億円

倒産件数は5カ月連続で前年同月を下回る

1月の宿泊業倒産は、件数が4件（前年同月比55.5％減）で、 5カ月連続で前年同月を下

回った。1月では、2013年と2017年（5件）を下回り、2003年以降の過去20年で最少になっ

た。雇用調整助成金などの各種補助金などが下支えとなり、低水準で推移している。

負債総額は12億6,400万円（前年同月比69.1％減）で、3カ月連続で前年同月を下回り、

20年間では初めて10億円台にとどまった。負債10億円以上の大型倒産がゼロ（前年同月1

件）で、同1億円以上5億円未満が2件（同6件）と大幅に減少した。

形態別は、消滅型の破産（前年同月7件）と特別清算（同1件）が、それぞれ2件だった。

宿泊業の倒産は4件のうち、3件が有数の温泉地に立地する老舗施設で、長引くコロナ禍

で客足の低迷や過去からの債務の整理のための倒産となっている。

35都道府県でまん延防止等重点措置が取られるなか、書き入れ時の春に向け、観光需要

はいまだ不透明感が強く、宿泊業の倒産は今後、増勢に転じる可能性がある。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157
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宿泊業の倒産 同月（1月）推移

平均

（件） 前年比 （百万円） 前年比 負債額

2003年1月 11 -  46,617 -  4,237

2004年1月 7 ▲36.36% 36,252 ▲22.23% 5,178

2005年1月 11 57.14% 35,050 ▲3.31% 3,186

2006年1月 11 0.00% 68,956 96.73% 6,268

2007年1月 13 18.18% 6,895 ▲90.00% 530

2008年1月 9 ▲30.76% 12,129 75.91% 1,347

2009年1月 13 44.44% 12,966 6.90% 997

2010年1月 10 ▲23.07% 16,796 29.53% 1,679

2011年1月 10 0.00% 5,815 ▲65.37% 581

2012年1月 10 0.00% 7,241 24.52% 724

2013年1月 5 ▲50.00% 5,965 ▲17.62% 1,193

2014年1月 6 20.00% 3,552 ▲40.45% 592

2015年1月 7 16.66% 5,429 52.84% 775

2016年1月 9 28.57% 4,967 ▲8.50% 551

2017年1月 5 ▲44.44% 4,551 ▲8.37% 910

2018年1月 6 20.00% 2,223 ▲51.15% 370

2019年1月 9 50.00% 51,329 2208.99% 5,703

2020年1月 10 11.11% 3,015 ▲94.12% 301

2021年1月 9 ▲10.00% 4,100 35.98% 455

2022年1月 4 ▲55.55% 1,264 ▲69.17% 316

年月
件数 負債総額

倒産事例

（株）橘（TSR企業コード:291360629、法人番号:1011001013757、東京都新宿区）は1月

26日、東京地裁から破産開始決定を受けた。

一般学生向けに東京、神奈川、埼玉で学生寮「橘・学生会館」を7棟経営し、2006年3月

期には売上高約7億9,700万円をあげていた。

しかし、その後は学生数や入寮者数の減少などで、2021年3月期の売上高は約4億2,000

万円に落ち込んだ。

また、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、2021年11月から12月にかけての入寮

手続者数が大幅に減少。資金繰りがひっ迫し、2021年12月末に事業を停止した。

なお、当社の学生寮を利用していた学生は既に退寮済みとなっている。

負債総額は6億9,400万円。

（株）ＴＲ（TSR企業コード:420182292、法人番号:8100002022520、長野県松本市）は

2021年12月21日、東京地裁から特別清算開始決定を受けた。

1958年に創業し、（有）つるや旅館として長野県でも有数の温泉地・白骨温泉で温泉旅

館を営んでいた。全室渓流に面した客室28室には源泉かけ流しの露店風呂などを備え、

ピーク時の2003年12月期の売上高は約1億6,200万円をあげていた。

しかし、その後は客足が伸び悩むなかで設備の老朽化が進み、借入金返済の負担が資金

繰りを圧迫し、改装工事で長期の休業を余儀なくされた。2019年からは外部業者に運営を

委託していたが、2021年5月に外部業者が運営から撤退したため、7月に会社分割で事業を

新会社に移管し、現商号へ変更。8月31日、当社は解散し、債務整理のため今回の措置と

なった。なお、温泉旅館は新会社にて事業が継続されている。

負債総額は約3億円。
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2022（令和4）年1月度宿泊業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 2,000

5億円以上 1 25.00% 0.00% 1 694 54.90% ▲28.52% 971

1億円以上 2 50.00% ▲66.66% 6 550 43.51% ▲49.40% 1,087

5千万円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

1千万円以上 1 25.00% 0.00% 1 20 1.58% ▲52.38% 42

合計 4 100% ▲55.55% 9 1,264 100% ▲69.17% 4,100

件数 負債総額（百万円）
負債額

2022（令和4）年1月度宿泊業 形態別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 会社更生法 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 民事再生法 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 971

（再建型） ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 1 ) ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 971 )

 破産 2 50.00% ▲71.42% 7 714 56.48% ▲36.75% 1,129

 特別清算 2 50.00% 100.00% 1 550 43.51% ▲72.50% 2,000

（消滅型） ( 4 ) ( 100.00% ) (▲50.00% ) ( 8 ) ( 1,264 ) ( 100.00% ) (▲59.60% ) ( 3,129 )

法的倒産 4 100.00% ▲55.55% 9 1,264 100.00% ▲69.17% 4,100

 取引停止処分 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 内整理 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

私的倒産 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

合計 4 100% ▲55.55% 9 1,264 100% ▲69.17% 4,100

負債総額（百万円）件数
形態

2022（令和4）年1月度宿泊業 原因別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 事業上の失敗 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 42

 事業外の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 融手操作 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 1 ) ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 42 )

 運転資金の欠乏 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 金利負担の増加 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

他社倒産の余波 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

既往のシワ寄せ ①赤字累積 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 100

信用性低下 取引先の打切り 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

販売不振 ② 4 100.00% ▲20.00% 5 1,264 100.00% 28.06% 987

売掛金等回収難 ③ 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

在庫状態悪化 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

設備投資過大 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 2,000

その他 偶発的原因 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 971

4 100.00% ▲55.55% 9 1,264 100.00% ▲69.17% 4,100

4 100.00% ▲33.33% 6 1,264 100.00% 16.28% 1,087

負債総額（百万円）

合計

主因 明細
件数

放漫経営

過小資本

不況型倒産（①+②+③）


